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要 旨 【目的】コロナウイルス感染症流行により生徒の精神的不調の問題は学校保健にとっ
てより重要なものとなっている．学校教諭には生徒の精神的不調を早期発見し対処す

ることが期待される．本研究では，アンケート調査により「精神的不調に気づく」ための精神科
看護師の経験知をまとめ，これを学校教諭に共有することで，学校教諭が生徒の精神的不調に気
づくスキルの向上につなげるのが目的である．【方法】精神科看護師146名を対象に精神的不調に
気づく外観についてアンケート調査を行った．得られた回答は，先行研究（アメリカ精神医学会
のガイドライン）と比較するとともに，精神医学・精神看護学を専門とする研究者がカテゴリ化
してまとめ，これを基に教育資料を作成した．この資料を用いて養護教諭66名を対象に研修を行
い，理解度等をたずねるアンケート調査を行った．【結果】精神科看護師が精神的不調に気づく
外観について，回答は677のデータとしてコード化され，表情，行動，話し方，整容，疎通，身
体所見，精神症状という 7 つのカテゴリにまとめられた．これらは先行研究とおおむね一致する
結果であった．この結果を用いた養護教諭対象の研修に対しては，参加者の高い理解度と満足度
が示され，「精神科看護の視点や活動が勉強になった」「（児童・生徒の）いつもと違うことに気
づくことが大切と感じた」といった感想が得られた．【考察】本研究では，精神的不調に気づく
ため観察すべき外観に注目し，精神科看護師のエキスパートコンセンサスを明らかにした．結果
を活用した養護教諭対象の研修は，理解度，満足度ともに良好な評価が得られた．精神科看護の
経験知を学ぶことは，学校教諭が生徒の精神的不調に気づく力の向上に有用と考えられた．
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はじめに

　思春期のメンタルヘルスは学校保健の重大な問題
であり，養護教諭が把握する精神疾患のある高校生
は千人あたり9.7人，発達障害は8.9人と報告されて

いる 1 ）．さらに日本全体の自殺者数が2003年をピー
クに減少傾向にある中，児童・生徒の自殺者数は増
加傾向にある 2 ）．とくに2020年にはじまった新型コ
ロナウイルス感染症流行は学校閉鎖をもたらし，児
童・生徒が友達と会う機会は減少し，孤立しがちで
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原 著

COVID-19下で精神科看護の経験知を
学校教諭のメンタルケアスキル向上に活かす試み
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